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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第61期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 6,802 25,569

経常利益 (百万円) 232 1,186

四半期(当期)純利益 (百万円) 133 495

純資産額 (百万円) 25,883 25,942

総資産額 (百万円) 31,440 31,045

１株当たり純資産額 (円) 1,551.131,554.62

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 8.00 29.71

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 82.3 83.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 674 1,443

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △374 △1,189

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △234 △409

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,427 9,360

従業員数 (名) 501 473

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　　　４　従業員数は、就業人数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

（1）事業内容の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

（2）主要な関係会社の異動

当第１四半期連結会計期間において、主要な関係会社の異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 501　（247）

(注) 従業員数は就業人数であります。臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載し

ております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 427　（136）

(注) 従業員数は就業人数であります。臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人数を外数で記載してお

ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を製品の分類別ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品分類 生産高(千円)

業務用製品 4,249,706

家庭用製品 969,529

合計 5,219,235

(注)　１　金額は製造原価によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当社グループは受注生産を行っておりません。

　

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を製品の分類別ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品分類 販売高(千円)

業務用製品 5,546,437

家庭用製品 1,255,997

合計 6,802,434

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりです。

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

三菱商事㈱ 3,830,856 56.3

山﨑製パン㈱ 1,898,430 27.9

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）経営成績の分析

当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高については、業務用製品が大幅な増収、家庭用製品

も増収となり、売上高は68億２百万円となりました。利益については、前期に引き続き油脂類、ピーナッツ

バター、乳製品など主要な原料の価格が軒並み上昇したことに加え、前期に設備投資した石岡第一工場の

減価償却費の発生などがあり、営業利益は２億２千９百万円となり、経常利益は２億３千２百万円となり

ました。四半期純利益は、１億３千３百万円となりました。

　

（2）財政状態の分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の資産の状況は、総資産314億４千万円（前連結会計年度

比＋1.3％）、純資産258億８千３百万円（前連結会計年度比△0.2％）、自己資本比率82.3％（前連結会

計年度より1.2ポイント減少）となりました。

　

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は172億８千万円で、前連結会計年度末に比べ２

億９千８百万円増加しております。受取手形及び売掛金が１億４千４百万円増加したことと、商品及び製

品が７千５百万円増加したことが主な要因です。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は141億６千万円で、前連結会計年度末に比べ９

千６百万円増加しております。設備投資により建設仮勘定が２億８千２百万円増加したことが主な要因

です。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は42億１千７百万円で、前連結会計年度末に比

べ４億４千２百万円増加しております。未払配当金の計上によりその他が２億２千２百万円増加したこ

とが主な要因です。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は13億３千９百万円で、前連結会計年度末に比

べ１千１百万円増加しております。退職給付引当金が１千２百万円増加したことが主な要因です。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は258億８億３百万円で、前連結会計年度末に比べ

５千８百万円減少しております。利益剰余金が当第１四半期純利益により１億３千３百万円増加し、配当

金の計上により２億３千３百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金が４千１百万円増加した

ことが主な要因です。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動で得られた６億７千４百万円、

投資活動で支出した資金３億７千４百万円、財務活動で支出した資金２億３千４百万円により、当第１四

半期連結会計期間末残高は94億２千７百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は６億７千４百万円で、主な増加内訳は税金等調整前四半期純利益２

億３千１百万円と減価償却費３億３千２百万円、減少内訳は売上債権の増加により１億４千４百万円

及び法人税等の支払額２億１百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動で支出した資金は３億７千４百万円で、主なものは有形固定資産の取得による支出３億６

千９百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動で支出した資金は２億３千４百万円で、主なものは配当金の支払額２億３千３百万円であ

ります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりです。

　

買収防衛に関する事項

当社は、平成20年６月26日開催の第61回定時株主総会の決議により「当社株券等の大規模買付行為

に関する対応策（買収防衛策）」を導入しております。当社買収防衛策の概要は、当社株券等を20％以

上取得しようとする「大規模買付者」が遵守すべきルールを予め設定しておき、ルールを遵守しない

場合や、ルールを遵守した場合でも、当社の企業価値や株主共同の利益を著しく毀損する場合には、社

外の有識者で構成する独立委員会が検討・判断して対抗措置の発動を取締役会に勧告し、取締役会は

その勧告を最大限尊重して対抗措置の発動・不発動について決議するというものです。

　当社の買収防衛策については、企業価値や株主共同の利益の観点から適切な判断を行うために、必要

かつ十分な時間と情報を確保することなどが目的です。なお、現在導入している買収防衛策の有効期間

は、平成22年６月開催予定の定時株主総会終結の時までです。

　

（5）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億１千８百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,532,85618,532,856
東京証券取引所
市場第二部

―

計 18,532,85618,532,856― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

― 18,532,856 ― 2,270,634 ― 2,381,423

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式

1,845,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,539,000 16,539 ―

単元未満株式
普通株式

148,856 ― ―

発行済株式総数 18,532,856― ―

総株主の議決権 ― 16,539 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式301株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ソントン食品工業株式会社

東京都文京区
千石４丁目39―17

1,845,000 ― 1,845,0009.95

計 ― 1,845,000 ― 1,845,0009.95

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 829 801 829

最低(円) 790 790 779

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）

附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しておりま

す。

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)の四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受

けております。
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１　【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,832,210 1,773,648

受取手形及び売掛金 5,411,613 5,266,907

有価証券 7,594,888 7,587,100

商品及び製品 843,807 768,268

仕掛品 74,396 55,537

原材料及び貯蔵品 1,315,950 1,311,600

繰延税金資産 222,753 153,670

その他 8,146 87,075

貸倒引当金 △23,000 △22,000

流動資産合計 17,280,767 16,981,808

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,189,985

※
 4,242,456

機械装置及び運搬具（純額） ※
 2,978,885

※
 3,122,068

土地 2,673,140 2,673,140

建設仮勘定 373,092 90,420

その他（純額） ※
 94,947

※
 98,668

有形固定資産合計 10,310,050 10,226,753

無形固定資産 161,182 201,326

投資その他の資産

投資有価証券 904,011 833,911

繰延税金資産 254,270 270,788

その他 2,530,565 2,530,900

投資その他の資産合計 3,688,847 3,635,599

固定資産合計 14,160,080 14,063,679

資産合計 31,440,848 31,045,488
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,632,924 1,538,121

未払法人税等 170,432 210,614

賞与引当金 431,219 265,105

その他 1,983,421 1,761,336

流動負債合計 4,217,997 3,775,176

固定負債

退職給付引当金 1,097,388 1,085,336

役員退職慰労引当金 171,596 171,655

繰延税金負債 43,916 44,677

その他 26,190 25,914

固定負債合計 1,339,091 1,327,584

負債合計 5,557,089 5,102,760

純資産の部

株主資本

資本金 2,270,634 2,270,634

資本剰余金 2,381,423 2,381,423

利益剰余金 22,732,721 22,832,903

自己株式 △1,566,141 △1,565,697

株主資本合計 25,818,638 25,919,264

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 65,120 23,462

評価・換算差額等合計 65,120 23,462

純資産合計 25,883,758 25,942,727

負債純資産合計 31,440,848 31,045,488
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（２）【四半期連結損益計算書】
　　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 6,802,434

売上原価 5,253,756

売上総利益 1,548,678

販売費及び一般管理費 ※１
 1,319,459

営業利益 229,219

営業外収益

受取利息 9,816

受取配当金 12,164

不動産賃貸料 2,969

仕入割引 7,844

その他 12,756

営業外収益合計 45,551

営業外費用

たな卸資産廃棄損 30,765

その他 11,663

営業外費用合計 42,428

経常利益 232,341

特別損失

固定資産除却損 ※２
 611

特別損失合計 611

税金等調整前四半期純利益 231,730

法人税、住民税及び事業税 180,205

法人税等調整額 △81,918

法人税等合計 98,286

四半期純利益 133,443
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 231,730

減価償却費 332,045

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,051

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59

前払年金費用の増減額（△は増加） 4,063

賞与引当金の増減額（△は減少） 166,114

受取利息及び受取配当金 △21,981

売上債権の増減額（△は増加） △144,706

たな卸資産の増減額（△は増加） △98,747

仕入債務の増減額（△は減少） 94,803

その他 273,321

小計 849,635

利息及び配当金の受取額 26,503

法人税等の支払額 △201,147

営業活動によるキャッシュ・フロー 674,992

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △369,544

保険積立金の積立による支出 △7,005

その他 1,977

投資活動によるキャッシュ・フロー △374,572

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △233,625

自己株式の取得による支出 △443

財務活動によるキャッシュ・フロー △234,069

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,350

現金及び現金同等物の期首残高 9,360,748

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,427,098
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

１　会計方針の変更

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりました

が、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

なお、この変更による損益に与える影響はありません。

 

　（2）リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって
おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会
第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20
年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったこと
に伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によって
おります。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リー
ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き適用しております。
この変更による損益に与える影響はありません。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)

１.　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

２.　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方

法によっております。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法

によっております。

３.　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の実績予想やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)

　該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

　当社及び連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度税制改正を契機として資産の利用状況を見直

した結果、当第１四半期連結累計期間より、一部の減価償却資産について耐用年数の見直しを行っております。これに

より、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ23,721千円増加しております。

 

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
（平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

11,083,986千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

10,806,008千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

運賃
給与手当等
退職給付費用
賞与引当金繰入額
役員退職慰労引当金繰入額

404,810千円
338,247千円
63,883千円
81,369千円
5,271千円

※２　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。　

建物及び構築物　
機械装置及び運搬具
その他

144千円
439千円
26千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,832,210千円

有価証券勘定 7,594,888千円

現金及び現金同等物 9,427,098千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１.　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(千株) 18,532

　

　

２.　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(千株) 1,845

　

　

３.　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４.　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 233,625 14平成20年３月31日 平成20年６月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５.　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

て、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理しておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース

取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、当該事項はありません。

　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間については、当社及び連結子会社は単一の産業区分に属する事業を行っ

ており、事業の種類別セグメントを有しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間については、当社は本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会

社がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間については、当社及び連結子会社は海外売上高がないため該当事項はあ

りません。
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(１株当たり情報)

１.　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,551.13円 1,554.62円

　

２.　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 8.00円

なお、「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 133,443

普通株式に係る四半期純利益(千円) 133,443

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 16,687,265

　

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

ソントン食品工業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　渡　　邉　　宣　　昭　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　平　　郡　　　　　真　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソン

トン食品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソントン食品工業株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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